港湾ソーラス制限区域の出入管理の変更Ｑ＆Ａ

Ｑ１．「伏木富山港埠頭立入許可証」を発行するのは、どのような者が対象となりますか。

Ａ）原則として、港湾運送事業許可又は貨物自動車運送事業の許可を受けている事業者の社員（常時雇用者）で、平均して週２回以上立ち入る者です。
Q２．「伏木富山港埠頭立入許可証」の発行条件である「その他、業務のため制限区域内に立ち入る必要があると認められる」こととは、どういう場合ですか。

Ａ）検数、水先案内など港湾に関連する業務を行っていることが確認できる場合をいい、個別具体的には、実際に出入を行っている各港の事務所にご相談ください。

Ｑ３．電子データで提出する写真の解像度はどのようなものでよいですか。

Ａ）写真サイズ（Ｌ版）で明瞭に顔を認識できるもので、記録媒体（ＣＤ、ＤＶＤ、ＵＳＢ）に入るのであれば、解像度は特に指定しません。

Ｑ４．伏木富山港埠頭立入許可証使用許可（変更）申請書の記入する住所、電話番号は、申請者個人の住所、電話番号ですか。また、氏名欄に押印する必要はありますか。

Ａ）伏木富山港埠頭立入許可証使用許可（変更）申請書は、個人から県に申請するものですから、個人の住所、電話番号を記入願います。申請者が氏名欄に自署する場合は、押印を省略できますが、自署しない場合は記名押印が必要となります。
　

